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教
主
さ
ま
お
作
　
灰
釉
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盌
「
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馬し
ま
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馬
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対
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釉
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す
め
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は
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し
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は
ら

げ
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て
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育
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ぐ
く

み
た
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ふ
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出
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日
出
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祭
務
課
主
任
　
神
　

宮	

幸
　

太
　

郎

泰た
い

然ぜ
ん

自じ

若じ
ゃ
く

　

去さ

る
6
月
12
日
、
東
光
苑
月
次
祭
は
教
主
さ
ま
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
厳
粛

に
執
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、東
北
教
区
を
は
じ
め
、遠
近
各
地
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
ご
参
拝
を
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
自
身
は
祭
典

の
準
備
な
ど
、
あ
り
が
た
く
お
仕
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
教
主
さ
ま
ご
臨
席

の
祭
典
は
格
別
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
か
つ
て
装
束
の
ご
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
期
が
あ

り
ま
す
。
祭
員
は
装
束
を
身
に
纏ま
と

い
、
姿
勢
正
し
く
凛
と
お
仕
え
す
る
こ
と
。

中
で
も
祭
典
で
着
装
す
る
装
束
に
は
気
持
ち
が
引
き
締
め
ら
れ
ま
す
。

　

四
大
大
祭
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
大
本
祭
典
で
は
、
斎
主
が
「
斎
服
・

袍ほ
う

」
を
着
装
し
ま
す
。
私
が
初
め
て
袍
の
着
付
け
（
衣え
も
ん
じ
ゃ

紋
者
）
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
方
は
、
故
・
出
口
尚ひ
さ
お雄
先
生
で
し
た
。「
今
日
は
、
着
け
て
く
れ

る
の
か
？
」
と
問
わ
れ
、状
況
を
吞の

み
込
め
な
い
ま
ま
、ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
着
付
け
を
終
え
「
神
宮
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
頼
む
な
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
か
ら
何
度
も
着
付
け

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
こ
こ
が
良
か
っ
た
」「
こ
こ
は
こ
う
し
た
方

が
よ
い
か
な
」
な
ど
、常
に
気
遣
っ
て
く
だ
さ
り
、ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

他
の
斎
主
の
方
々
に
も
、
優
し
く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
今
が
あ

り
ま
す
。

　

誌
面
の
都
合
で
、
す
べ
て
を
お
伝
え
で
き
ま
せ
ん
が
一
つ
だ
け
。「
そ
ん

な
に
気
張
っ
て
着
け
ん
で
も
よ
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
や
。
落
ち
つ
い
て
な
…
」

と
尚
雄
先
生
。
私
の
ご
奉
仕
の
原
点
で
あ
り
、
全
て
に
通
じ
る
心
構
え
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〝
泰
然
自
若
〟
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
も
ご
用
に
お
仕
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
泰
然
自
若
」　

落
ち
つ
い
て
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
動
じ
な
い
さ
ま
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　素
す

盞
さのおの

嗚 尊
みこと

さまが詠まれた、この「八
や く も し ん か

雲神歌」
は、普

あまね

く平安を願われる神の大御心です。出口
王仁三郎聖師が復興した世界平和の実現を誓う
大本歌祭から人類愛善の精神を学びます。

大本東京本部ホームページでご覧ください！大本東京本部ホームページでご覧ください！

大本歌祭の神事大本歌祭の神事
〜歌垣に込められた平和の祈り〜〜 歌垣に込められた平和の祈り〜

　

６
月
東
光
苑
月
次
祭
・
人
類
愛
善
会

創
立
記
念
祭
典
な
ら
び
に
市
杵
島
姫
命

例
祭
は
６
月
12
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、

教
主
さ
ま
ご
臨
席
、
斎
主
・
加
藤
道
明

祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、
東
北
・

関
東
教
区
の
信
徒
ら
４
１
５
人
が
参
拝

し
た
。
祭
員
は
茨
城
主
会
ほ
か
有
志
が
、

少
年
祭
員
は
、
茨
城
主
会
の
渡
邊
真
仁

さ
ん
、
渡
邊
結
斗
さ
ん
。
伶
人
は
二
絃

の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
は
秋

山
智
千
葉
主
会
長
が
、
東
光
庵
で
は
添

釜
が
開
か
れ
埼
玉
主
会
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、
小
林
龍
雄
大
本
本
部
長
、

橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
能
舞
台
で
は
二
絃
の
会
関

東
支
部
に
よ
る
八
雲
琴
『
秋あ

き
か
ぜ
ふ
り

風
曲
』
が
、

教
主
さ
ま
ご
臨
席

  

88
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

　　
33
日
（
水
）
夕
拝
後
〜

日
（
水
）
夕
拝
後
〜

神
集
祭
遥
拝
祭
（
初
日
・
旧

神
集
祭
遥
拝
祭
（
初
日
・
旧
77
月月
66
日
）
日
）

　　
77
日
（
日
（
日日
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

開
教
１
３
０
年
瑞
生
大
祭
遥
拝
祭

開
教
１
３
０
年
瑞
生
大
祭
遥
拝
祭

　　
９９
日
（
火
）
夕
拝
後
〜

日
（
火
）
夕
拝
後
〜

神
集
祭
遥
拝
祭
（
最
終
日
・
旧

神
集
祭
遥
拝
祭
（
最
終
日
・
旧
77
月月
1212
日
）
日
）

　　
1144
日
（
日
（
日日
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

　　
1919
日
（
金
）

日
（
金
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

		

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

（
配
信
）

　
講
題

　
講
題				

大
本
歌
祭
の
神
事

大
本
歌
祭
の
神
事

　
　
　

　
　
　				

〜
歌
垣
に
込
め
ら
れ
た
平
和
の
祈
り
〜

〜
歌
垣
に
込
め
ら
れ
た
平
和
の
祈
り
〜

　　
講
師
講
師				

鈴
木
林
太
郎

鈴
木
林
太
郎
（
愛
善
宣
教
部
長
）

（
愛
善
宣
教
部
長
）

「 八 雲 立 つ 出 雲 八 重 垣 つ ま ご み に「 八 雲 立 つ 出 雲 八 重 垣 つ ま ご み に
　        　 　 八 重 垣 つ く る そ の 八 重 垣 を 」　        　 　 八 重 垣 つ く る そ の 八 重 垣 を 」

一人ひとりにご面会いただいた一人ひとりにご面会いただいた

教主さまご先達『神言』奏上教主さまご先達『神言』奏上

関東教区青年部員　役割拝読『水車』関東教区青年部員　役割拝読『水車』

二絃の会関東支部　八雲琴『秋風曲』二絃の会関東支部　八雲琴『秋風曲』

東
光
苑
月
次
祭
を
執
行

ま
た
、
関
東
教
区
青
年
部
員
に
よ
る

『
霊
界
物
語
』
役
割
拝
読「
水み

づ
ぐ
る
ま車
」（
第

52
巻
第
16
章
）
が
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ

れ
た
。

　
つ
い
で
、
教
主
さ
ま
に
は
ご
神
前

で
参
拝
者
と
直
会
を
ご
一
緒
に
さ
れ

た
あ
と
、
中
学
生
以
下
の
少
年
少
女

と
乳
幼
児
、

ま
た
80
歳
以

上
の
方
に
お

菓
子
を
手
渡

さ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
、

教
主
さ
ま
に

は
東
光
庵
へ

ご
入
席
。

　

そ
の
後
、

教
主
さ
ま
は

ご
神
前
で
、

参
拝
者
一
人

ひ
と
り
と
の

ご
面
会
を
お
受
け
に
な
り
、
親
し
く

お
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

　
ご
面
会
後
、
教
主
さ
ま
は
多
く
の

参
拝
者
の
お
見
送
り
を
受
け
ら
れ
、

午
後
５
時
、
東
光
苑
を
後
に
さ
れ
た
。

お子様へお菓子を手渡しお子様へお菓子を手渡し東光庵へご入席東光庵へご入席

ご
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご到着の教主さまをお迎えご到着の教主さまをお迎え

教主さまのお出迎え準備教主さまのお出迎え準備

直心会による玉串受付直心会による玉串受付奉仕団で直会をお渡し奉仕団で直会をお渡し


